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言完

~e 

財
閥
的
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
就
て

大

塚

朗

庁，

Fて.

現
代
目
我
岡
市
山
業
の
決
定
的
革
委
部
分
は
三
升
盲
岩
崎
、
刊

友
及
び
共
の
他
の
少
数
金
械
的
豪
放
を
各
別
に
夫
々
の
巾
心
的

基
盤
正
せ
る
蔑
つ
か
の
網
欣
結
合
的
大
規
模
企
業
集
閣
の
一
群

が
己
れ
を
捨
歯
し
て
ゐ
る
。
認
に
現
代
白
我
が
閥
民
経
済
殊
に

産
業
の
基
本
的
性
格
の
一
両
が
存
し
て
ゐ
る
。
以
下
に
於
て
私

は
、
・
か
〈
の
如
〈

E
大
金
力
の
契
機
K
よ
っ
て
我
が
岡
田
経
済

及
び
一
位
舎
の
上
に
支
配
的
勢
力
を
占
め
た
る
特
殊
の
世
襲
的
一
家

族
韓
系
若
く
は
金
構
的
犬
家
門
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
が
接
心
的

要
素
に
た
っ
て
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
と
と
る
の
結
合
的
大
規
模
企

業
集
固
に
闘
し
で
若
干
の
考
察
を
試
み
干
う
と
思
ふ
。
蓋
し
、

財
閥
的
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
陀
就
て

現
代
技
が
岡
山
産
業
組
織
殊
に
コ
ン
ツ
ヱ
ル
ン
現
象
の
問
題
の

m
明
解
に
幾
分
の
寄
興
を
粛
し
得
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

コ
ン
ヅ
エ

y
y
概
念
日

於
け
る
一
般
的
要
素

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

R
E
E
F
n
E
B
E
}
と
は
、
も
と
こ
れ
，
現

代
の
諸
岡
経
怖
枇
舎
に
溌
達
し
た
る
或
る
種
の
企
業
結
合
鴨
系

の
と
と
を
指
稿
す
る
意
味
を
以
て
澗
逸
の
俗
聞
に
於
て
自
然
的

に
普
及
し
来
れ
る
一
つ
の
通
用
語
で
あ
り
、
今
で
は
そ
れ
が
我

が
闘
に
於
て
も
非
常
に
成
〈
偲
耳
に
慣
れ
た
る
言
葉
に
な
っ
て

ゐ
る
と
と
は
周
知
の
と
と
ゐ
で
あ
る
。
し
か
し
、
皐
術
上
に
於

け
る
此
の
語
の
rm
確
に
し
て
詳
輯
た
る
意
義
如
何
と
い
ふ
こ
と

に
友
れ
ば
、
共
の
待
は
必
し
も
容
易
で
一
泣
い
。
諸
図
の
撃
者
が

と
れ
に
就
て
考
究
し
、
殊
に
此
の
語
の
い
は

r本
闘
党
る
狽
逸

で
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
概
念
の
科
接
的
確
定
に
就
て
穂
々
た
る
努

力
が
試
み
ら
れ
、
文
献
上
に
は
慨
に
十
幾
つ
も
の
コ

y
v
I
ル

ン
概
念
が
見
え
て
ゐ
る
の
で
あ
る
け
れ

E
も
、
厳
密
に
い
ム
た

ら
ば
そ
の
中
の
勃
れ
も
が
未
だ
副
読
と
し
で
受
取
ら
れ
る
迄
に
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財
閥
胸
大
ヨ
シ
ツ
尋
ル
ン
に
し
裁
て

は由鞘
VOLTて
ね
左
い
円
。
而
ー
し
て
、
此
わ
問
題
江
闘
す
め
る
各
論
聞
の

不
一
致
叉
ほ
論
争

F
於
け
る
最
も
重
要
P
瓢
伴
、

ヨ
ン
引
エ
ル

ン
的
企
業
結
合
韓
系
の
形
成
問
的
、
な
ら
び
広
「
ヨ
ン
ウ
ヱ
ル

て y

現‘』
』土と
れ『
てト
ゐ ヲ
る ス
の ト
て‘』

あ と
るの
。異

同
如
イ"1
h亡
捌
す

る
見
解
を

続
つ

し
か
し
、
そ
れ
ら
各
説
聞
の
異
同

K
闘
す
る
巌
密
の
排
別
乃

至
批
判
の
追
求
を
姑
寸
措
い
て
い
品
左
ら
ぽ
、
曲
学
説
上
に
現
は

れ
て
ゐ
る
術
語
『
ヨ
ン
ヴ
エ
ル
ン
』
に
一
般
的
に
附
着
し
て
ゐ

る
共
通
的
概
念
要
素
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
が
見
出
さ
れ
得
た
い

で
は
・
た
い
白
?
る
る
。
モ
れ
は
尻
そ
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
概
念
が

般
に
、
複
数
企
業
が
未
だ
法
制
的
乃
至
は
名
目
的
闘
係
上
に
於

け
る
自
己
白
調
立
的
存
在
性
を
失
は
ざ
る
欣
態
を
相
持
し
な
が

ら
、
各
自
の
賓
質
に
於
け
る
何
等
か
の
本
質
的
契
機
を
混
じ
て

貫
〈
基
本
的
共
向
性
(
投
下
費
事
由
快
定
的
部
分
に
劃
す
る
貨
質
的
支

配
厩
俸
の
共
向
性
‘
企
業
損
益
に
就
て
の
計
算
の
共
同
性
，
企
業
骨
理
機

聞
に
於
叶
る
人
的
要
素
の
共
同
性
等
)

主
基
礎
に
し
て
・
夫
々
の
業

務
活
動
D

一
部
又
は
全
部
に
捗
っ
て
、
共
の
上
に
直
接
乃
至
間

接
の
一
綿
括
的
、
統
一
的
管
迎
歌
態
LE展
開
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
事

第
五
十
巻
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事

三

情
を
含
む
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

か
く
の
如
吉
一
般
的
要
詰
菜
作
射
し
て
原
作
、
複
数
企
業
聞
の

基
本
的
共
同
性
白
内
容
。
具
瞭
尚
規
定
や
或
は
2
y
一
ツ
エ
ル

y

的
結
合
形
成
白
目
的
の
規
定
ゃ
に
闘
す
る
議
論
又
は
考
察
が
附
一

け
加
へ
ら
、
れ
る
と
在
に
占
つ
で
、
そ
れ
が
腐
闘
で
ヨ

e

ン
?
平
ル

v
t

概
念
に
就
て
白
見
解
白
相
異
が
生
巳

τ来
る
。
叉
た
k
へ
或
-

る
一
人
が
何
ら
か
の
上
位
的
友
コ
ジ
?
エ
ル

ν概
4
Z
一
般
を
確

定
し
て
ゐ
て
も
、
そ
れ
が
高
度
の
抽
象
相
の
も
の
で
ち
る
限
り
、

そ
れ
に
基
い
て
コ
ン
ツ
エ
ル
シ
問
題
。
具
鰐
的
研
究
が
進
め
ら

れ
る
場
合
に
は
、
勢
ひ
必
然
に
下
位
概
念
と
し
で
の
各
種
の
特

殊
コ
ン
ツ
エ
ル
シ
を
規
定
γ

せ
ね
ば
た
ら
を
〈
怠
る
で
あ
ら
う
。

し
か
し
、
そ
れ
は
と
も
か
く
占
し
て
、
此
の
行
論
AK
於
け
る
順

序
と
し
て
は
、

ζ

己
に
コ
ン
ウ
エ
ル
ン
概
念
の
構
成
忙
就
て
の

私
見

E
述
べ
て
'
置
か
ね
ば
友
信
託
い
。
そ
れ
に
就
昔
、
私
は
先

づ
一
膝
、
高
度
抽
象
的
な
る
康
義
コ
ン
ツ
エ
ル
Y

一
般
の
概
念

を
立
て
る
の
で
あ
る
。
私
は
、
複
数
企
業
が
法
制
捌
係
的
に
そ

の
繍
立
的
在
在
性
を
維
持
し
た
?
が
ら
夫
々
の
企
業
活
動
の
貫
質

に
於
け
る
慕
本
的
契
地
釜
本
支
配
力
、
車
業
管
理
棒
、
損
餐
計
算
)

Cf. P旧~rowski， R.， Cartels and Trust， 1933， p. 5:1 
Cf. ~erle ， A .and. I'!Iean， G.， 1936， p. I月

，) 
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の
一
又
は
そ
の
全
部
在
貫
〈
共
向
性
を
基
礎
甘
い
し

t
内
面
的
閥

同
怖
か
ら
{
邸
ち
困
槽
的
行
政
作
用
嘩
申
外
部
的
基
礎
に
位
っ
て
で
は
な

t
v、
共
の
業
務
活
動
上
陀
何
等
か
回
程
度
目
棉
括
的
、
統
一
的

管
理
欣
態
を
展
開

L
て
ゐ
る
己
と
が
、
コ
y
y
z
ル
ン
一
般
白

概
島
国
主
可
能
た
ら
し
む
お
鏡
に
必
要
且
つ
充
分
注
る
要
素
で
あ

る
し
し
見
る
白
で
あ
る
。
か
〈
て
、
一
初
め
に
指
摘
し
た
や
う
左

現
に
我
園
粧
済
上
重
要
在
地
位

E
占
め
て
ゐ
る
と
と
る
の
、

金
構
的
豪
放
を
中
心
と
し

τ
四
結
合
的
大
規
模
企
業
集
圏
は
、

右
の
見
地
か
ら
礁
に
と
れ
を
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
由
範
噂
に
所
属
せ

し
め
一
泣
け
れ
ば
左
ら
な
い
。
し
か
し
、
か
か
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

現
象
を
更
に
共
の
内
容
に
立
ち
入
っ
て
具
憶
的
に
検
討
す
る
友

ら
ぽ
、
そ
と
に
得
ら
れ
る
種
々
の
特
殊
的
認
識
は
、
必
宇
+
コ

y
v
ヱ
ル
シ
問
題
に
闘
す
る
考
察
、
殊
に
下
位
概
念
と
し
て
の

特
殊
ヨ

V

ツ
Z

ル
ン
白
問
題
に
闘
す
る
考
察

ι資
盆
し
、
惹
い

て
現
代
田
我
が
国
産
業
組
織
に
就
い
て
白
理
解
陀
封
し
て
、
必

宇
伺
等
か
加
へ
る
と
と
ろ
が
あ
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

官
一
一
財
閥
的
大
コ

y
ッ
ラ
y

y

の
荷
特
質

財
阻
探
聞
大
日
ヨ
シ
ヲ
止
ル
シ
陀
就
で

山
其
の
構
成
の
基
本
的
契
機
。
我
が
闘
の
財
閥
的
大
コ
A
Y
ヴ

ヱ
ル
ン
比
於
け
昌
司
ン
ヴ
主
ル
ン
閥
系
内
所
属
諸
企
業
へ
の
統

一
的
管
理
可
能
の
基
礎
た
る
基
本
的
契
機
は
、
諸
企
業
に
於
け

る
投
下
資
本
に
封
し
て
の
究
極
的
支
配
に
闘
す
る
共
同
性
に
存

し
て
ゐ
る
。
剖
ち
モ
と
で
は
、
諸
企
業
の
株
式
の
決
定
的
部
分

の
究
極
的
所
有
の
共
同
性
と
並
び
に
諸
企
業
に
供
興
さ
れ
て
決

定
的
勢
力
を
占
め
て
ゐ
る
信
用
資
本
の
根
本
源
泉
の
共
向
性
と

の
二
重
的
紐
帯
に
よ
っ
て
、
少
〈
と
弘
名
目
的
に
は
悲
ほ
獄
立

一
つ
の
最
高
砂
凶
の
千
に
よ

的
地
位
に
あ
る
多
数
の
企
業
が
、

っ
て
統
一
的
管
理
の
網
の
中
に
句
擁
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

創
ち

一
つ
の
財
閥
的
大
コ
ン
ツ
エ
ん
ン
網
内
の
諸
企
業
べ
の

統
合
的
管
段
目
基
礎
は
、
純
産
業
資
本
的
支
配
力
と
金
融
資
本

的
支
配
力
と
の
結
合
的
勢
ガ
に
あ
る
と
い
へ
る
。
た
だ
E
れ
だ

け
の
と
と
泣
ら
ば
、
そ
れ
は
財
閥
的
大
ヨ
ン
ツ
主
ル
シ
に
特
有

の
現
象
で
は
た
い
け
れ
ど
も
、
他
-K
此
の
朝
比
闘
し
で
の
我
が

財
閥
的
大
コ
ン
ツ
主
ル

Y

花
於
け
る
注
目
す
ぺ
昔
特
質
が
存
し

て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
従
属
諸
企
業
に
封
ず
る
統
合
的
管
理

の
議
礎
的
紐
帯
聖
詮
せ
る
費
本
支
配
の
共
同
性
一
が
、
究
械
忙
於

出
F
主
十
巻
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財
閥
的
大
コ
ン
ツ
エ
ル
シ
に
就
て

で
は
、
夫
々
章
一
白
金
樺
的
豪
族
が
掌
握
し
て
ゐ
る
と
と
ら
の

る-
~宣
い大
ム所
己有
と 忙
で i向
あっ

る"て
o '申

y口

金
に

<J~ 
他
的
に
間百
五守
し
還
丸二

し
て

ゐ

一
般
に
コ

y
ツ
エ
ル
r
y
鱈
系
に
於
け
る
最
高
管
出
の
機
能
を

捨
営
ず
る
も
の
は
、
或
は
阜
左
る
持
株
台
枇
で
あ
っ
た
り
、
或

は
そ
れ
自
ら
も
産
業
若
ぐ
は
金
融
業
等
に
従
事
す
る
事
業
合
枇

で
あ
っ
た
り
す
る
。
し
か
し
、
今
日
欧
米
に
於
け
苧
代
表
的
大

3
y
ツ
エ
作
ン
に
見
る
普
通
の
事
責
・
と
し
て
は
、
共
の
最
高
指

導
の
機
能
に
営
る
べ
き
究
極
的
地
位
に
あ
る
曾
枇
の
所
布
植
は

枇
合
の
多
数
人
の
手
に
分
散
さ
れ
て
ゐ
る
。
削
ち
、
か
か
る
場
合

に
は
、
脳
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
統
一
的
管
訓
槽
も
最
後

ω
段
階

比
五
っ
て
或
る
程
度
に
分
散
化
さ
れ
又
は
公
開
化
さ
れ
て
ゐ
る

と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
ハ
ウ
ス
マ
ン
は
共
の
種
の
ヨ
ン
ツ
エ

ル
シ
の
と
と
を
公
開
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
。
z
o
r
E
2
2可
問
。
一
E
2詰

4
 

と
呼
ん
で
ゐ
る
。
欧
米
に
も
、
コ
ン
ツ
ヱ
ハ
ン
栂
系
に
於
け
る

最
高
合
枇
白
持
分
が
一
人
又
は
一
家
族
四
千
に
集
中
し
て
ゐ
る

例
が
無
い
で
は
た
い
が
、
か
か
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
が
夫
々
の
闘

の
闘
民
経
済
に
於
て
占
め
て
ゐ
る
地
位
は
、
我
が
闘
の
代
表
的

情
五
十
巻

告書

腕

回

回

左
財
閥
的
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
そ
れ
の
如
く
に
座
倒
的
友
も
の

で
は
一
な
い
の
で
あ
る
ロ

な
ほ
此
の
貼
に
就
て
は

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
惜
系
の
最
高
管
理

曾
枇
に
於
て
官
公
所
有
の
資
本
が
軍
要
な
部
分
を
占
め
、
そ
れ

に
基
い
て
そ
の

1
y
ツ
エ
ル

ν
に
於
け
る
統
一
的
管
現
が
多
分

に
官
公
儲
か
ら
直
接
の
影
響
を
受
け
る
性
質
の
も
の
帥
ち
い
は

昌 tor
E官-，ノ、
のふ、

百白内

同)~
S 字
詰官
ヨ ノ局、

了J的、コ
ン

ツ

コユ
yレ

ン

言
ロ

量
同

E 
E戸

開

ず

我
が
財
閥
的
大
コ
ン
ヴ
エ
ル
ン
と

の
聞
に
存
す
る
差
異
に
も
着
服
す
る
必
要
が
あ
る
。

ω共
の
形
成
の
殻
生
期
的
動
悶
。
現
段
階
に
ま
で
議
長
を
遂

げ
た
盛
の
婆
の
我
が
財
閥
的
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
形
成
し
て
ゐ

る
本
質
的
動
悶
を
具
慌
的
、
総
惜
的
に
眺
め
る
左
ら
ぽ
、
そ
こ

に
は
多
岐
の
要
素
を
見
出
さ
ざ
る
を
得
た
い
で
あ
ら
う
。
車
た

る
産
業
資
本
の
投
下
様
式
の
水
平
的
現
ぴ
、
垂
直
的
多
角
相
、

金
融
資
本
的
活
動
の
費
展
、
分
業
的
大
量
生
産
叉
は
生
産
の
芋

蔓
化
的
連
結
に
よ
る
経
済
化
等
の
生
産
合
理
化
方
策
の
追
求
、

市
揚
の
組
問
占
的
支
配
の
拍
車
求
等
が
就
中
此
の
揚
合
の
重
要
注
動

図
的
要
素
と
し
て
数
え
得
ら
れ
や
ラ
o
た
だ
一
乙
れ
に
闘
し
、
欧
米

羽田H凶古、三井コンツエルン讃本、 133頁
西野喜興作、住友コシヅエルン讃本、 45頁
岩井良太郎、コ菱コシヴエルン讃本、 201頁
HaussmanD， F'

j 
Konzerne unrl Karielle im Zeichen der，パNirtschaftslenkung，

1938， S. 95 ff. なほ所謂コシヅエルン山公開性に就ては、和国日出吉、日産
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の
組
函
式
持
株
舎
紅
的
コ
ン
ツ
且
ル

y
k
於
て
は
最
高
持
株

ム
百
枇
の
株
主
の
一
方
的
利
盆
白
鶴
に
従
属
諸
企
業
の
一
般
株
主

の
利
益
を
搾
取
す
る
こ
と
が
重
要
注
動
闘
に
友
っ
て
ゐ
る
と
主

張
す
る
者
も
あ
る
が
、
我
が
財
閥
的
大
コ

y
ツ
ヱ
ル
ジ
に
就
て

同
ヒ
と
と
を
明
瞭
に
強
制
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

右
に
、
我
が
財
閥
的
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
現
段
階
に
於
け
る

形
成
動
因
は
多
岐
ぜ
あ
る
と
漣
ぺ
た
が
、
し
か
し
、
此
の
種
コ

ン
ツ
エ
ル
ン
白
後
生
期
的
段
階
に
於
け
る
形
成
的
動
因
の
本
質

的
た
も
の
を
求
む
れ
ば
、
モ
れ
は
極
め
て
単
純
で
あ
る
。
た
だ

一
つ
で
あ
る
。
卸
ち
そ
れ
は
金
構
的
豪
族
の
手
に
蓄
積
さ
れ
た

る
大
規
模
自
己
資
本
の
投
下
様
式
の
水
半
的
垂
直
的
多
角
化
に

他
な
ら
な
い
。

こ
と
で
、
自
然

ι問
題
に
友
る
の
は
我
が
財
閥
的
大
コ
ン
ツ

エ
ル
ン
の
中
心
を
成
し
て
ゐ
る
金
権
的
豪
族
の
手
に
蓄
積
さ
れ

た
る
右
の
基
礎
的
E
大
資
本
の
成
立
の
由
来
で
あ
る
。
抑
々
、

こ
れ
ら
の
諸
金
権
的
豪
族
は
そ
白
始
め
、
徳
川
封
建
時
代
の
後

矧
或
は
初
期
資
本
主
義
時
代
か
ら
、
営
該
豪
族
の
純
精
一
家
的

事
業
と
し
て
一
定
部
門
の
企
業
的
事
業
(
商
業
、
金
融
業
、
鏑
山

財
閥
的
大
コ
シ
ツ
品
ル
ン
陀
就
て

業
、
海
運
』
業
華
町
或
る
も
刊
に
叩
き
)
を
且
甘
ん
で
ゐ
た
も
の
で
る
る

が
、
そ
れ
が
国
民
経
掛
の
資
本
主
義
的
護
展
、
政
附
の
手
K
よ

る
特
車
的
助
成
、
事
業
運
替
の
巧
妙
性
等
の
諸
僚
件
を
契
機
に

し
て
、
累
積
的
に
膨
脹
す
る

E
大
規
模
の
自
己
資
本
の
形
成
に

成
功
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
累
積
的
蓄
積
の
自
己

資
本
は
積
極
的
膨
脹
の
内
耐
的
提
求
に
駆
り
立
て
ら
れ
て
、
新

投
資
路
を
追
求
す
る
『
至
る
の
だ
が
、
そ
と
に
政
府
の
特
属
的

助
成
も
同
時

K
作
則
し
て
、
そ
れ
ち
が
動
闘
に
在
っ
て
初
期
政

階
の
資
本
家
的
活
動
忙
成
功
せ
る
金
権
的
豪
族
を
中
心
的
北
繋

ム
」
せ
る
新
規
企
業
の
建
設
が
八
ツ
手
の
葉
学
一
開
く
が
如
く
に
相

吹
い
で
趨
っ
て
来
た
。
か
〈
し
て
、
後
生
則
段
階
の
後
建
を
途

げ
得
た
る
財
閥
的
た
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
、
共
白
後
は
自
己
の
悌

系
内
に
包
帰
せ
る
金
融
的
事
業
に
よ
る
金
融
資
本
的
前
動
の
縫

展
と
加
速
度
的
忙
繍
定
強
化
さ
れ
る
産
業
資
本
的
活
動
と
の

重
的
紐
帯
忙
よ
っ
て
子
合
祉
、
孫
曾
粧
を
増
殖
し
つ
h
際
限
無

脅
自
己
膨
脹
を
続
け
て
庖
大
規
模
白
現
段
階
に
ま
で
到
達
し
た

謹
で
あ
る
。
共
の
現
段
階
的
観
察
に
於
て
は
そ
己
に
、
北
九
の
形

成
動
因
と
し
て
種
々
の
契
機
を
認
め
得
ら
れ
る
こ
と
前
述
せ
る

第
五
十
巻

コ

五

き三

五

事

部

コンヴエルン調本、 71訂以下参加
Vgl. IIau5sInann， F.， "l.. "l.. O. S. 104 f王
高橋及び青山、日本財閥論、 47頁以ド
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同
6) 



財
閥
的
大
コ
シ
ザ
エ
ル
シ
に
就
て

通
り
で
あ
る
。
し
か
し
.
少
く
と
も
己
れ
が
愛
生
馴
段
階
に
於

て
は
、
今
日
欧
米
D

コ
ン
ツ
γ
{

作
ン
構
成
K
於
け
る
形
成
動
凶

と
し
て
最
も
重
要
脱
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ら
の
、
生
産
の
合
理
化

乃
至
は
又
市
揚
狭
他
へ
白
濁
占
化
的
針
策
と
い
ふ
が
如
き
契
機

が
、
我
が
対
閥
的
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

D
揚
合
に
本
質
的
形
成
勤

囚
と
し
て
の
役
割
主
演
じ
た
も
の
で
な
い
己
と
は
誌
怠
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
住
友
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
形
成
動
因
に
は
梢
特
殊
的
趣

が
あ
っ
て
、
多
分
に
嵐
義
に
見
て
の
生
産
合
理
化
的
色
彩
が
認

め
ら
れ
る
と
の
裁
も
吾
る
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
れ
は
、
欧
米
の

コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
就
て
最
も
普
通
に
見
ら
れ
る
如
〈
、
首
初
は

名
寅
共
K
相
互
に
猫
立
し
て
ん
存
在
し
た
る
諸
企
業
が
生
産
乃
至

市
場
の
合
理
化
的
要
求
に
駆
ら
れ
て
求
心
的
に
結
合
瞳
系
を
形

成
し
て
そ
己
に
コ
ン
ツ
ヱ
ル

y
的
構
成
を
生
や
る
に
至
っ
た
の

と
は
大
い
に
事
情
が
異
る
の
で
あ
る
。

同
同
共
の
包
橋
部
内
。
我
が
財
閥
的
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
其
の

支
配
す
る

E
大
規
模
の
純
産
業
資
本
と
金
融
資
本
と
の
二
重
的

紐
帯
に
よ
っ
て
各
網
欣
的
値
釆
内
に
英
大
数
回
有
力
諸
企
業
を

包
揖
し
、
最
高
管
理
曾
枇
以
下
、
直
系
曾
舷
及
び
傍
系
曾
紅
白

第
五
十
巻

大

第
一
旗

ム
ノ、

ニ
系
統
的
一
中
心
を
以
て
多
数
白
子
曾
位
、
孫
倉
市
祉
を
統
率
し
、

共
白
内
容
D
唐
h
k

累
積
す
る
属
大
友
争
議
集
結
樟
恭

E
構
成
し

て
ゐ
る
。
而
し
て
、
己
主
比
於
で
最
も
注
目
す
e
へ
き
貼
は
、
を

れ
ら
の
多
数
連
繋
企
業
の
従
業
部
門
が
、
銀
行
信
託
保
険
等
白

金
融
業
、
各
種
重
軽
工
業
、
鏡
山
業
、
貿
易
業
、
内
画
商
業
、

倉
庫
、
交
通
業
、
拓
殖
産
業
等
、
現
代
我
闘
に
行
は
れ
て
ゐ
る

経
済
事
業
の
殆
ん
ど
晶
一
分
野
に
渉
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
と
と
で
あ

る
。
殊
に
、
我
が
財
閥
的
大
コ

y
ツ
工
作
ン
に
於
て
は
其
の
網

版
惜
系
内
に
有
力
主
金
融
事
業
が
豆
製
た
地
位
を
以
て
包
蹴
さ

れ
て
ゐ
て
、
そ
れ
に
よ
る
金
融
資
本
的
荷
動
の
殻
展
が
大
コ
ン

ツ
エ
ル
ン
の
構
成
上
忙
基
本
的
紐
帯
の
威
力
的
機
能
を
殻
却
し

て
ゐ
る
と
い
ふ
事
責
を
最
も
軍
閥
し
怠
け
れ
ば
左
ら
山
町
。

と
に
か
〈
、
我
が
財
閥
的
大
ヨ
シ
ツ
ヱ
ル
ン
の
夫
々
の
活
動

分
野
が
現
代
我
同
経
掛
に
於
け
る
殆
ん
ど
全
部
の
事
業
部
門
に

渉
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
と
と
は
甚
だ
重
大
抵
特
質
現
象
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
、
今
臼
欧
米
に
於
け
る
代
表
的
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン

の
多
〈
が
伺
等
か
特
定
種
類
の
産
業
又
は
事
業
部
門
を
中
心
と

し
て
共
叩
範
囲
内
の
諸
企
業
の
水
平
的
及
び
垂
直
的
結
合
慢
系

回野喜興作、前培、 '5頁以下
たとへば三井ヨシツょ<，レシに就て、利回目出吉、 1三井ヨンツヱルシ読本、附
録参照
和田日出吉、三井ヨンツエルシ龍本、 143頁叫下室参照
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を
形
成
し
て
ゐ
る
の
と
比
べ
て
顕
著
在
る
劃
照
を
放
せ
る
も
白

で
あ
る
。
即
ち
、
我
が
財
閥
的
大
コ
ン
ザ
且
作
ン
は
化
業
工
業

コ
ン
向
ノ
孟
ル
ン
、
紡
績
工
業
ヨ
シ
ツ
エ
ル
シ
、
鍛
工
業
コ
ン
?

エル

Y
等
々
白
特
殊
産
業
部
門
的
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
と
は
大
い
に

趣
の
一
呉
っ
た
性
質
を
持
っ
て
ゐ
る
。
と
れ
は
前
漣
せ
る
如
〈
我

が
財
閥
的
大
コ

Y
ツ
エ
ル
ン
が
共
の
形
成
動
凶
K
就
て
特
殊
性

を
持
っ
て
ゐ
る
こ
と
に
困
る
と
と
る
が
大
き
い
と
認
め
ら
れ

る。ド
ト
川
向
共
の
管
現
組
織
に
於
け
る
人
的
要
素
。
我
が
財
閥
的
大
ヨ

ン
ツ
エ
ル
ン
内
の
管
理
釆
統
殊
に
最
高
指
導
部
に
於
け
る
管
理

組
織
を
構
成
す
る
人
的
要
素
陀
就
て
は
、
次
の
二
離
の
特
質
を

指
摘
す
る
と
と
が
出
来
る
。

一
は
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
構
成
田
本

質
的
紐
帯
た
る
費
本
へ
の
究
極
的
支
配
の
地
位
を
占
め
る
夫
々

の
金
構
的
豪
族
の
成
員
が
賞
質
的
忙
は
殆
ん
E
現
業
管
理
白
機

能
か
ら
引
離
れ
て
ぬ
て
、
そ
れ
を
い
は
官
吏
雨
情
的
使
用
人
た
る

人
的
要
素
が
委
託
さ
れ
て
代
っ
て
推
賞
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
と
と

で
め
器
。
二
は
、
か
h

る
吏
僚
的
使
用
人
が
、
殆
ん

E
綿
て
の

部
門
忙
捗
っ
て
庚
汎
在
る
分
野
一
を
占
め
る
属
大
規
模
の
集
緒
的

財
閥
的
大
包
シ
ツ
ヱ
ル
y
に
就
て

企
業
闇
系
内
に
従
業
す
る
無
数
の
吏
僚
的
使
用
人
中
か
ら
共
白

人
物
、
経
歴
、
設
備
等
の
諸
薪
忙
闘
す
る
公
正
殿
密
の
審
査
を

基
礎
忙
し
て
選
揮
的
忙
採
用
さ
れ
る
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。
右

の
二
特
質
此
必
然
的
忙
、
財
閥
的
大
ヨ
ン
ツ
エ
ル
ン
の
管
理
組

織
内
の
人
的
要
素
に
、

一
般
の
樹
立
事
業
に
於
け
る
と
比
按
し

て
、
事
業
遁
則

k
の
最
高
可
能
的
過
能
者
を
得
せ
し
め
る
機
舎

を
多
〈
し
で
ゐ
る
と
い
ふ
結
果
を
導
し
。
尤
も
、
此
の
鮪
に
就

て
は
財
閥
的
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の

E
大
資
力
と
特
別
忙
強
力
注

る
そ
の
牧
益
性
忙
基
〈
使
用
人
待
遇
の
特
殊
好
僚
件
と
い
ふ
事

情
を
も
併
せ
刷
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
以
上
は
一
般
の
単

純
資
本
主
義
的
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
・
と
し
て
の
特
色
を
見
た
の
で
あ

る
が
、
財
閥
的
大
コ

Y

ツ
ヱ
ル

Y

が
園
民
経
済
上
の
重
犬
要
素

で
あ
り
友
が
ら
前
向
の
官
会
的
ヨ
ン
ツ
エ
ル

y

k
於
て
可
能
左

る
ベ
昔
ゃ
う
友
、
管
理
組
織
の
人
的
要
素
の
設
置
に
就
て
官
公

構
の
直
接
的
干
興
が
全
く
モ
と
忙
動
い
て
ゐ
左
い
と
い
ふ
鮪
を

一
つ
の
特
質
と
し
て
識
に
指
摘
し
て
慢
〈
己
と
が
必
要
で
あ
ら

う
と
息
ふ
。

同
問
暑
の
管
却
に
於
け
る
中
心
的
指
導
原
理
。
我
が
財
間
的
大

樺
荘
・
T
巻

= 
七

蝉

挽

コ

七

高橋緬吉、日本財閥の解由I、22頁以下参照10) 



肘
閥
的
大
ヨ
ン
ア
エ
ル
シ
に
就
て

ゴ
ン
ツ
エ
ル
ン
の
管
現

ι於
げ
る
中
心
的
指
導
原
理
が
資
本
家

的
精
神
で
あ
り
、
而
し
て
そ
の
原
理
の
貨
践
が
共
の
管
理
者
逮

D
卓
越
せ
る
事
業
運
替
の
技
伺
に
よ
っ
て
終
始
巧
妙
且
つ
忠
貫

に
追
求
さ
れ
て
来
た
と
い
ふ
己
と
は
事
責
で
あ
る
。
し
か
し
、

此
白
黙
に
就
て
は
、
更
に
設
が
財
閥
的
大
コ
ン
ツ
エ
ル
Y
を
一

般
白
欧
米
大
コ
ン
ツ
Z

L

F

ン
と
針
比
し
た
る
揚
合
D
特
質
的
現

象
と
し
て
、
失
の
諸
事
情
に
着
限
す
る
必
要
が
あ
る
。
郎
ち
、

月
一
)
我
が
財
閥
的
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
究
極
に
於
て
、

般
の

犬
家
株
主
に
も
、
叉
少
数
特
定
の
個
人
に
も
従
属
し
て
ゐ
る
の

で
な
〈
、
そ
れ
は
貨
に
個
人
を
も
又
或
る
意
味
で
家
族
を
も
超

越
し
た
る
一
つ
の
『
家
』
に
従
属
せ
る
も
の
で
あ
る
と
と
、
(
二
)

そ
の
「
家
』
托
は
凡
て
一
定
白
家
憲
と
呼
ば
れ
る
一
家
の
私
的
根

本
法
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
『
家
」
の
成
員
た
る
各
個
人
は
勿
論
更

に
或
る
程
度

ιは
そ
の
主
要
使
用
人
を
も
拘
束
し
て
ゐ
る
-
も
の

で
あ
る
こ
と
、
三
二
)
そ
の
『
家
」
は
豪
族
的
地
位
に
件
ム
必
然
の

結
果
と
し
て
常
に
園
民
的
祉
曾
内
に
於
け
る
杭
闘
の
焦
鮪
に
立

た
さ
れ
て
ゐ
て
枇
曾
的
批
判
に
針
し
明
白
忙
し
て
直
接
た
る
具

幽
閥
的
封
象
を
構
成
し
て
ゐ
る
と
と
は

一
般
の
株
式
合
枇
忙
於

静
五
十
巻

= 
ハ‘

丹、

第

競

て
株
主
が
い
は
Y
そ
れ
の
抽
象
的
性
格
の
故
に
屡
と
祉
曾
的
批

判
の
具
檀
的
針
象
た
る
地
位
か

ι逸
脱
し
て
ゐ
る
の
と
は
多
少

趣
の
異
る
事
情
を
持
つ
と
い
ふ
諸
貼
が
そ
れ
で
あ
る
。

か
〈
て
、
以
上
白
契
機
か
ら
制
約
さ
れ
て
、
我
が
財
閥
的
大

コ
ン
ツ
ヱ
ル

y
は
特
定
個
人
又
は
そ
白
集
園
。
放
感
無
節
制
在

る
利
潤
追
求
欲
に
専
ら
奉
仕
す
る
乙
と
を
詐
さ
れ
や
し
て
、

方
に
於
て
は
共
の
財
閥
的
大
コ
ン
ツ
ヱ
ル
V

白
活
動
白
岡
家
及

び
枇
舎
に
針
す
る
意
義
乃
王
影
響

E
も
併
せ
て
適
首
に
考
慮
し

在
が
ら
、
と
れ
を
し
て
竪
貸
在
る
節
度
を
以
て
、
そ
れ
の
買
賞

の
主
人
た
る
「
家
』
の
長
久
的
議
展
白
震
に
奉
仕
せ
し
め
る
と
い

ふ
と
と
が
そ
の
管
理
者
逮
の
中
心
的
指
導
原
理
に
託
っ
て
ゐ
る

ム
」
い
ふ
事
情
を
生
じ
て
ゐ
る
。
た
ほ
と
れ
忙
就
て
は
、
我
園
に

於
け
る
侍
統
的
『
家
」
制
度
、
我
が
闘
に
於
け
る
特
士
官
の
宗
教
的

及
び
道
徳
的
雰
閏
気
、
財
間
的
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
我
園
経
済

及
枇
舎
に
於
付
一
る
回
世
倒
的
支
配
力
の
地
位
等
が
そ
の
縁
由
的
契

機
を
成
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
と
に
か
く
、
我
が

財
閥
的
大
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
統
合
的
管
理
の
中
心
的
指
導
原
理

の
様
祇
に
は
少
く
と
も
現
段
階
に
於
て
己
れ
を
原
則
的
花
見
る
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か
ぎ
り
、
単
な
る
抽
象
的
の
費
本
家
的
精
神
白
他
に
多
少
の
呉

質
的
要
素
が
混
合
さ
れ
て
ゐ
る
と
見
る
べ
き
で
た
か
ら
う
か

Q

四

結

i=t 

現
時
の
我
が
岡
氏
粧
品
開
に
於
て
は
、
時
局
者
〈
は
強
織
的
凶

策
議
行
の
影
響
下
に
、
産
業
の
編
成
持
乃
去
は
経
済
礎
質
化
の

顕
著
左
る
現
象
が
強
力
的
誰
行
の
過
程
に
あ
る
。
こ
れ
に
件
っ

て
又
種
々
の
章
一
安
問
題
を
練
渡
せ
し
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か

L

る
際
に
、
我
が
凶
の
産
業
構
成
殊
に
は
そ
と
に
於
貯
る
重
要

契
機
た
る
財
閥
的
太
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
酋
然
に
買
撃
在
る
皐
術

的
再
検
討
の
一
針
象
と
な
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
従
っ
て
又
種
々

友
る
改
革
的
提
案
も
問
題
に
在
る
で
あ
ら
う
。
我
が
岡
氏
経
桝

の
健
全
な
る
設
建
を
追
求
す
る
賓
践
曲
学
的
見
地
に
於
て
、
以
上

の
如
き
本
」
え
の
考
察
が
何
等
か
の
撃
術
的
意
義
を
合
み
得
ん
と

と
は
、
裁
に
私
の
糞
求
し
来
れ
る
と
と
ろ
で
あ
る
。

強

報


